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【動機】

食虫植物モウセンゴケは葉から高粘性粘液を分泌し、虫を捕らえて放さない。この粘液を接着剤
に活用できないかと発想した。この粘液は自然界に広く存在するヘミセルロース溶液であり有効
利用が進んでいない。ヘミセルロースの一種であるキシラン水溶液が有用な接着剤となり得るか
、数々の検討を加える目的で研究を始めた。

【方法】

キシラン飽和水溶液（キシラン接着剤）で２枚のバルサ板を接着、それを剥離する力を接着力と
定義した。 自作の接着力測定器で、接着剤の量、接着時間、接着後の湿度環境といった条件を変
化させながら、市販接着剤と比較も行い、接着力が増す条件および接着剤としての可能性を探っ
た。

【結果】

キシランがあれば、それを水に溶かすだけでキシラン接着剤となる。キシラン接着剤は大量のキ
シランは必要としない。過剰なキシランの使用は乾燥を遅くし、かえって接着力の発揮が遅くな
る。高湿度環境では接着力が低下するが、完全に乾燥させれば湿度が上がってもある程度、接着
力を維持できる。

【まとめ】

キシラン接着剤をわずか0.03gを2.0㎠に塗布して完全に乾燥させる(実験では57℃で25分)だけで
，1.618kgwの接着力を生み出せた。これは市販接着剤に匹敵する接着力で実用性も高い。キシラ
ンは元来が天然植物成分で、廃棄後も自然界の物質循環に入っていきやすく、環境負荷を与えな
い。

【展望】

トウモロコシ芯は非食部であり、現在、廃棄同然に燃料等に使われている。飼料等にも使われる
が、トウモロコシ芯としての特質を活かした積極的利用は行われていない。キシランは利用度の



低いトウモロコシ芯から生産されているが、もしキシラン接着剤という利用が進めばトウモロコ
シ芯が有用なバイオ資源となり、農業生産の活性化にも繋がるのではないか。
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